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幼
稚
園
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
交
流
を
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
域

と
の
交
流
は
園
内
で
経
験
で
き
な

い
多
様
な
体
験
の
機
会
と
な
り
、

幼
稚
園
の
教
育
活
動
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
小
学
校
と
の
交
流

で
、
年
長
児
は
お
い
し
い
給
食
を

食
べ
に
行
き
ま
す
。
給
食
を
食
べ

た
後
、
児
童
か
ら
学
校
の
事
を
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
小
学
校
へ

進
学
す
る
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
を
利
用
し
職
員
の
か
た
と
交
流
す
る
中
で
、

本
と
の
出
会
い
が
広
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

高
齢
者
施
設
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
歌
や
遊
び

を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る
中

で
、「
自
分
た
ち
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
役
に
立
っ
て
い
る
」と
い
う
思
い
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、幼
稚
園
の
近
く
の
地
域
の
か
た
に
も
、す

て
き
な
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。「
畑
の
先
生
」

に
野
菜
づ
く
り
を
教
え
て
も
ら
い
、
自
然
の
不
思

議
さ
や
収
穫
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
、「
た
こ

作
り
名
人
」の
力
を
か
り
て
、ク
ラ
ス
み
ん
な
の
た

こ
を
つ
な
げ
て
大
感
激
し
た
り
、
コ
マ
・
剣
玉
・
お

手
玉
な
ど
の
伝
承
遊
び
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、

「
あ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」と
あ

こ
が
れ
の
気
持
ち
を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
心
が
芽

生
え
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
て
、「
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」と

感
じ
、
大
き
な
信
頼
感
と
安
心
感
を
広
げ
心
豊
か

に
育
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
の
基
礎
と
な
る
幼
児
期
に
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
大
切
な
心
情
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
か
た
に
感
謝
す
る
気
持

ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
次
世
代
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
を
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
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���　11月５日（土）午
後１時～３時30分　��
�　体育館・青少年セン
ター（土足厳禁）　���
乳幼児と保護者　���
ステージ・遊び場ブース
ほか　����　上履き
※公共交通機
関をご利用く
ださい。
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　平成19年度に策定した「第２次芦屋市男女共同参画行動計画　
ウィザス・プラン（後期計画）」を見直しするにあたり、計画策定の基
礎資料とすることを目的に「男女共同参画に関する市民意識調査」を
実施します。
　10月下旬ごろ、無作為に抽出した市内に住む18歳以上の男女各
1,000人、合計2,000人のかたに調査票をお送りし
ますので、ご協力をお願いします。
　※すべて無記名で、統計的に処理します。個
人が特定されるなど、ご回答いただいたかたに
ご迷惑をおかけするようなことはありません。
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��������������

※
公
務
員（
独
立
行
政
法
人
等
は
除
く
）の

か
た
の
支
給
手
続
き
は
勤
務
先
へ
。

※
そ
の
他
の
要
件
・
詳
細
に
つ
い
て
は
子

ど
も
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※
三
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、第
一
子

お
よ
び
第
二
子
の
手
当
額
は
月
額
一
万

円
に
な
り
ま
す
。

※
第
一
子
・
第
二
子
・
第
三
子
等
の
数
え
方

は
、十
八
歳
到
達
後
の
最
初
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
の
出
生

順
で
す
。
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※
各
支
給
月
の
十
五
日（
金
融
機
関
の
休

業
日
に
あ
た
る
と
き
は
、前
営
業
日
）に
、

ご
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
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①
〇
歳
か
ら
中
学
校
修
了
前（
平
成
八
年

四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
）の
児
童（
対
象

児
童
）を
養
育
し
て
い
る
か
た
に
、所
得

に
関
係
な
く
支
給
さ
れ
ま
す
。（
公
務
員

の
か
た
を
除
く
）

②
対
象
児
童
が
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
、保
護
者
で
な
く
施

設
設
置
者
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
国
内
に
居
住
す
る
児
童
の
み
に
支
給
さ

れ
ま
す
。（
留
学
中
の
場
合
等
を
除
く
）

④
監
護
・
生
計
同
一
要
件
を
満
た
す
か
た

が
複
数
い
る
場
合
は
、子
ど
も
と
同
居

し
て
い
る
か
た
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

（
単
身
赴
任
等
や

特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
を
除
く
）
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　新たに請求が必要となりますので、支給要
件に該当するかたには、10月末に認定請求書
等を送付する予定です。
　この届けを提出されなかった場合は、10月
分以降の子ども手当の支払を受けることが
できませんので、必ず提出してください。
　なお、すでに10月分以降の手続きをされた
かたや受給者が公務員のかたは、こども課へ
の提出の必要はありません。
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①イベント・行事の情報〈７件〉②観光情報〈３件〉③行政サービス・各種手続き、計画・経営・プロ
ジェクト〈各２件〉④緊急災害・休日夜間救急、問い合わせ・意見、施設情報、その他〈各１件〉
�������	
�����������
①市政の動向・予算〈５件〉②イベント・講座、医療・保健・福祉〈各３件〉③広報あしやオンライン、
観光、子育て、学校教育、その他〈各２件〉
④施設・公園、防災、各種手続き、ごみ・リサイクル、市民相談、よくあるおたずね〈各１件〉
�������	����
�������	
������
「どちらかといえば探しにくい」〈７件〉/「どちらかといえば探しやすい」、「とても探しやすい」〈各１件〉
��������	
�
①施策・計画〈６件〉②観光・イベント〈５件〉③子育て・教育、高齢者向け、防災・緊急〈各３件〉④税金〈１件〉
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 「自由意見欄を設けないのはなぜですか」「多くの回答が寄せられるよう、何か工夫をし
ましたか」という意見がありました。自由意見欄については必要と考えますので、次回以
降項目を追加して実施します。また、回答件数を増やすための方法を検討します。
��������	
���
　「最近の３年間くらい、新しい情報が少ない」「ほとんど更新されていない」等のご意見があ
りました。平成22年度の更新は新規・更新を含め、約8,600件です。新着情報やお知らせから見
ていただくのはその一部であるため、そのようなイメージになってしまうのかもしれません。
�������	
���
　皆さんからのお声をいただくことで、より充実したホームページとなります。欲しい情
報が見つからなかったり、お探しの情報がサイト内にない場合は、お手数ですが各ページ
の下部にある担当課にお知らせください。具体的な対応や、新しいページの作成をします。
　
　貴重なご意見・ご感想、ご提案をいただき、ありがとうございました。
　今後は、今回の結果をもとに、より使いやすいホームページの作成に努めていきます。

���　①11月11日・午後１時30分～３時②18日・午後１時30分～２
時30分③25日・午後１時30分～３時（金）<全３回>　���　経済課・
消費生活センター　���　①「最近の葬儀事情」全国相談員協会 講
師・石原純子氏②「あなたの契約大丈夫？『リフォーム』」消費者啓発
グループ③「調味料しょうゆマジック」ヒガシマル醤油講師・滝本芳
男氏　���　市内在住・在勤で全３回受講可能なかた・先着30人　
�����　電話で下記へ
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���　①11月10日（木）②11月24日（木）午前10時～11時30分　��
�　①絵本は『読んであげるもの』②あたたかな記憶を子どもたちに
���������　「絵本で子育て」センター絵がお　���　子育て
中のかた・先着20人（プレパパ・プレママ・祖父母可）＊子ども同伴可　
���������	
����������	�
���������
���　11月12日（土）午後１時30分～３時〈兵庫県共催事業〉　��
�　マザーネット代表取締役・上田理恵子氏　���　先着30人
＊子ども同伴不可
����������　２歳～就学前児・先着８人（300円）〈要予約〉
����������　講座名・住所・氏名・電話（ファクス）番号・子
　　　　　どもの同伴・託児希望の有無（子どもの名前・年齢月齢）を
　　　　　記入し、はがき・電話・ファクス・または窓口へ
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����10月30日（日）午前10時～
　　　午後０時30分

《雨天中止》
����総合公園
　　　　陸上競技場

　※どなたでも、ご参加いただけます。
　　事前の予約は、必要ありません。
　※天候による開催の可否は、当日の
　　午前７時に決定します。
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����10月
23日（日）午後
２時30分～３
時30分　��
��福祉セン
ターエントラ
ンスホール　����ニューシネマパラダイ
ス ・シャル ウィダンス・ボカリーズほか　��
��錦 恵子（クロマチックハーモニカ）・金澤佳
代子（ピアノ）　�������	
�������

���������	��������

�������	
�����������

�������������	
��
�������������������	
�

�������	
��������

����
����

��������	
�
��������	
���������

�１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する「社会保険料控除証明書」（は
がき）が日本年金機構から送られてきます。年末調整や確定申告に必要ですので、
大切に保管してください。（国民年金保険料は、納付した全額が所得税や市民税等
の社会保険料控除の対象となります）
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　市では、地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）の排出量を削減するため、
さまざまな取り組みを進めています。
　その一環として、国（Ｊ-ＰＥＣ）の補助金を受け太陽光発電設備を設置する場合
に、次のとおり補助を行います。
���　自ら居住する市内の住宅に、国の補助を受けて住宅用太陽光システムを
設置する市民で、平成22年度以降に国へ補助金の申請をし、国の補助金交付決定
通知書を受領済みの人（平成22年度に芦屋市の補助金を受けたかたは除きます）　
�����　太陽電池モジュールの公称最大出力１kWあたり３万円（上限10万円）
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県
は
、
宮
川
小
学
校
で
国
道　

号
沿
道

43

に
お
け
る
自
動
車
か
ら
排
出
が
予
想
さ
れ

る
ベ
ン
ゼ
ン
等
十
二
物
質
の
有
害
大
気
汚

染
物
質
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
四
物
質
は
、

す
べ
て
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
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県
は
、
一
般
環
境
と
し
て
潮
見
小
学
校

で
、
道
路
沿
道
と
し
て
宮
川
小
学
校
で
実

施
し
た
結
果
、
総
繊
維
数
濃
度
で
不
検
出

〜
０
・
七
二
本
／�
で
あ
り
、
全
国
の
測

定
結
果
と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
。

�������
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市
と
県
が
、
市
内
の
国
道
や
県
道
と
主

な
市
道
に
お
い
て
、
十
一
路
線
の
十
八
地

点
で
自
動
車
騒
音
・
振
動
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　

騒
音
に
つ
い
て
は
、
十
八
地
点
の
う
ち
、

昼
間
・
夜
間
い
ず
れ
の
時
間
帯
と
も
環
境

基
準
を
達
成
し
た
の
は
十
三
地
点（　

％
）、

72

夜
間
の
時
間
帯
の
み
環
境
基
準
を
達
成
し

た
の
は
二
地
点
（　

％
）
で
、
三
地
点

11

（　

％
）
で
昼
間
・
夜
間
の
時
間
帯
と
も

17
環
境
基
準
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
振
動
に
つ
い
て
は
、
全
調
査
地

点
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
要
請
限
度
値
を

下
回
り
ま
し
た
。
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県
は
、
茶
屋
之
町
地
区
で
、
経
年
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
三
地
点
で
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
テ
ト
ラ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
等
五
項
目
に
つ
い
て
は
、

環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
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芦
屋
川
二
地
点
と
宮
川
一
地
点
で
、県

が
毎
月
一
回
、河
川
の
水
質
測
定
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
人
の
健
康
の
保
護
に
関

す
る
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
地

点
で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項
目
」
に

つ
い
て
は
、
両
地
点
と
も
環
境
基
準
の
指

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
機
汚
濁
の
代
表

的
な
水
質
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
）を
み
る
と
、
良
好
な
水

質
を
保
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
参
照
）
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１時間の１日平均値が0.04ppm以下であること
（日平均値の２％除外値と比較して評価する）
ただし0.04ppmを超える日が２日以上連続する
場合は、非達成（長期的評価）

0.0060.0060.0060.007－ppm１日平均値の
２％除外値

���

��

１日平均値の年間98％値が0.06ppm以下で
あること0.0600.0560.0410.0460.026ppm

１日平均値
の

年間98％値

���

��

１時間値の１日平均値が0.10mg/�以下である
こと（日平均値の２％除外値と比較し評価する）
ただし、２日以上連続する場合は非達成（長期的
評価）

0.0550.0620.0500.0660.063mg/�
１日平均値の
２％除外値

�����

��

１時間値の１日平均値が、10ppm以下である
こと－0.9－－－ppm１日平均値の

最高値�����

１時間値が0.06ppm以下であること－－－－0.122ppm１時間値の
最高値

�����

����

１年平均値が15μg/�以下であること
日平均値の年間98％値が35μg/�以下である
こと

－
15.6

－－－μg��
１年平均値

�����

�� 43.9
１日平均値の
年間98％値
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県
は
、
山
手
小
学
校
で
年
四
回
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
年
平
均
値
で
〇
・
〇
二
〇

　

‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／�
で
あ
り
、
県
下
の
全
地

pg点
の
平
均
値
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
大
気

環
境
基
準（
〇
・
六　

‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／�
）を

pg

達
成
し
て
い
ま
す
。
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0.5上水源
取水口

���

0.6業平橋

0.8宮川橋���
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市
と
県
が
、市
内
五

地
点
に
大
気
汚
染
常

時
測
定
局
を
設
置
し
、

二
酸
化
硫
黄
、浮
遊
粒

子
状
物
質
・
窒
素
酸
化

物
・
一
酸
化
炭
素
・
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
測
定
を
行
い
ま
し

た
。環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目

の
う
ち
、光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、微
小
粒

子
状
物
質（
二
十
二
年
度
か
ら
測
定
を
開

始
）に
お
い
て
、環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

ま
せ
ん
。（
表
１
参
照
）

　

な
お
、他
の
測
定
項
目
に
つ
い
て
は
、環

境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
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���　10月29日（土）午後１時～５時/30日（日）午前10時～
午後４時　���　潮芦屋交流センター・親水公園ほか　�
��　�����午後１時～・オープニングセレモニー／午後１
時30分～・講演会「今、私たちにできること～阪神・淡路から
東日本まで被災地支援を通して～」俳優・堀内正美氏／午後
３時～・セミナー「わがまちの防災・減災を考えよう」／���
��午前10時～・スピーチほか「芦屋市とモンテベロ市～姉妹
都市として半世紀の歩み～」／正午～・「世界の料理を食べよ
う」〈要材料費〉／午後３時30分～・クロージングセレモニー
※各種イベント/東日本大震災復興支援・障がい者作業所授
　産品バザー /活動団体パネル展も同時開催
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